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青峰百景 その101                  
 

                                               副校長 小熊 喜代夫                      

平成２７年度から平成２８年度にかけて青峰学園教職員の手に

よって行われた魅力発見・発信の取組み、それが「青峰百景」で

ある。その１「紺碧の空と常盤色の奥多摩・秩父連山」から始まり、

その 100「青峰学園の主役たち」まで、２週間に一度の頻度で、教

員間で輪番で担当し、写真と短文で学校の特色ある教育活動や

児童・生徒のがんばりを学校ホームページに紹介していった。発

案者は第三代校長の伴光明先生で、さすが国語が御専門の校

長先生だけあって、味わい深い取組み名称である。しかし輪番制

というのは不思議なもので、続けていくにつれて、自然と切迫感というか義務感が出てきてしまう。取組みの開

始時に在職していたわけではないので想像の域を出ないが、さぁやるぞ！という当初の心意気がやがて、「あ

～、もうすぐ当番が回ってきてしまう・・・」、「もう発信するネタがない。」等々、少しずつ意気消沈していったもの

と見込まれる。それでも、連綿とバトンはつながれていき、100 に達した。私は、この取組みを途中から担当した

のだが、原稿が期日までに届かなくて大変だった。催促して書いてくれる教職員はまだよいのだが、全然、書い

てくれる様子もなく、黙って一言「写真は撮った。後、頼む」と、いつの間にかゴーストライターとなることを強いら

れる状況もあった。そんな状況であったから、100 への到達時、つまり百景完成の暁にも、実のところ大した感

動がなかった。 

先日、創立 10 周年を記念に発行した記念誌を見返す機会があった。その冊子の後半に青峰百景が１から

100 まで全て載っていた。それらを読み流すにつれて、じわじわと感動の気持ちが湧き上がってきた。開校 10

周年記念誌の奥付を見ると、平成 30 年 10 月４日発行と記されている。時の空白が、当時の苦労を洗い流し、

砂金のごとく美しく煌めく「時の砂」を残したと言えなくもない。俗にいう思い出の美化という代物である。それに

しても、思いもよらない感動だった。あらためて、いい学校だなと思った。皆で青峰学園をつくり上げてきたのだ

なと畏敬の念を覚えた。先人の苦悩や挫折、希望や熱い思いが、

やっと少しだけ理解できるようになったのかもしれない。青峰百景が

100 で終わってから、情報発信の役割は X（旧 Twitter）へと引き継

がれている。 

アカウント名：@tokyoseihougaku（東京都立青峰学園） 

今も魅力が尽きない青峰学園の最新の日常を御覧いただき、御支

援くださると幸いである。 

 

 
令和８年５月１日（金） 

東京都立青峰学園校長 

田村 貴代美 

 

 

青峰
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学園だより 
 

その 101 「創立１８年目を迎えた青峰学園」 
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５月 主な行事予定 
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